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まえがき 

この規格は，工業標準化法第 14 条によって準用する第 12 条第 1 項の規定に基づき，公益社団法人計測

自動制御学会（SICE）及び財団法人日本規格協会（JSA）から，工業標準原案を具して日本工業規格を改

正すべきとの申出があり，日本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本工業規格であ

る。 

これによって，JIS Z 8803:1991 は改正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 
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日本工業規格          JIS 
 Z 8803：2011 
 

液体の粘度測定方法 
Methods for viscosity measurement of liquid 

 
1 適用範囲 

この規格は，細管粘度計，落球粘度計，回転粘度計及び振動粘度計を用いた液体の粘度，動粘度，粘度

×密度，及び見掛け粘度の測定方法について規定する。 

注記 液体の粘性的な性質は，箇条 3 にあるとおり，一般にニュートン液体と非ニュートン液体とに

大別される。ニュートン液体の測定では，いずれの測定方法においても，測定条件を満たして

いれば，一義的に定まる同一の粘度，動粘度，又は粘度×密度を求めることができる。非ニュ

ートン液体の測定では，ずり速度に応じて見掛け粘度は異なるが，共軸二重円筒形及び円すい

－平板形の回転粘度計によって流動曲線を求めることができる。 

 

2 引用規格 

次に掲げる規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構成する。これらの

引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS B 1501 転がり軸受－鋼球 

JIS Z 8809 粘度計校正用標準液 

 

3 用語及び定義 

この規格で用いる主な用語及び定義は，次による。 

3.1 

ニュートン液体（Newtonian liquid） 

ずり速度（せん断速度）がずり応力（せん断応力）に正比例する液体。 

3.2 

非ニュートン液体（non-Newtonian liquid） 

ずり速度（せん断速度）がずり応力（せん断応力）に正比例しない液体。 

注記 同一温度及び圧力のもとで，ずり速度又はずり応力の大きさにかかわらず同じ粘度を示す試料

は，ニュートン液体であるが，試料が非ニュートン液体の場合には，ずり速度又はずり応力の

大きさに応じて異なった粘度を示す。 

3.3 

粘度（dynamic viscosity） 

液体内にずり速度があるとき，そのずり速度の方向に垂直な面において，速度の方向に単位面積当たり

につき生じる応力の大きさによって示される液体の内部抵抗。 

注記 1 粘度を粘性率ともいう。 


